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大麻種子の生産・流通管理について

1

引用元 北海道ヘンプ協会提供資料より

管理方式 THC管理の主体 品種の種類 品種登録
THC検査の実施
時期

農家による種子
の増殖と分譲

事例

登録品種
方式A 研究機関等 国内育成種 あり

（国内）
育成・増殖時

増殖×
分譲×

栃木県

登録品種
方式B

輸入業者／海外
種苗業者、
研究機関等

海外品種 あり
（海外／国内）

育成・増殖時
（海外）

増殖×
分譲×

カナダ

農場検査
方式C 国内検査機関

自家採種の
在来種等

なし 生産物の収穫前
増殖○
分譲○

米国各州

国内外における大麻種子の生産・流通管理方式

国内外の事例を踏まえると、大麻種子の生産・流通管理方式は、「登録品種方式」と「農場検査方式」の２つに分類される。

登録品種方式Aは、栃木県に見られる方式で、農業試験場等が、登録品種又はそれに準じた品種の種子を増殖して大麻農家に配
布する。その種子を使って大麻農家が栽培した生産物（大麻草）はTHC検査を必要としない。
登録品種方式Bは、カナダにみられる方式で、海外の登録品種を種苗会社から購入して、大麻農家が栽培した場合、その品種の
生産物（大麻草）はTHC検査を必要としない。
農場検査方式Cは、米国の各州で見られる方式で、登録品種ではない大麻種子を栽培した場合、収穫する前にTHC検査を実施し、
THC制限値以下であることが確認された生産物（大麻草）のみが市場流通する。
欧州ではEU共通農業植物品種カタログによって、大麻は2022年4月末で79品種が登録されている。カナダでは、2022年に74品
種が登録されている。



栽培に係る花穂・葉の低ＴＨＣの確認・確保について（案）

産業用途の大麻草は、栽培用種子の採種段階等で、採種した株のロットが低ＴＨＣの性質を有する

ことを検査により確認することを原則としてはどうか。

収去確認

（必要に応じ）

種子

登録検査機関

による検査

栽培免許権者の

検査証明書確認

栽培者（生産

者）による栽培

管理団体
種苗会社

栽培者／生産者

国内
原種

採種用
種子

栽培用
種子増殖 増殖 栽培

THC定量検査

輸入
品種

海外登録品種の輸入

採種圃場

• 種子の一世代前の世代の
花穂や葉の検査でよいか。

栽培と検査のサイクル

検査証明書のある種子のみ、

栽培可

産業用の栽培

は、栽培管理

要件の統一化

必要なときに、収去検査により、取締

の観点からTHC濃度を確認（麻取部）

譲渡・

購入

THC定量検査

採種用
種子

栽培用
種子

増殖
ロット

栽培

栽培者／生産者在来種など

登録品種など※

採種圃場

輸入種子

• 原種の増殖段階のTHC検
査証明書でよいか。

OECD等の検査証明付 一部を発芽・短日処理

させ、並行した検査

栽培用
種子

栽培

栽培者／生産者

THC定量検査
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※ 安定性が確認され、かつ、増殖プロセスが管理された品種

※ 登録品種の種子の増殖には、育成者権者の許諾が必要



低T H C特性の維持について
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１．種子段階でのTHC管理
• 栽培免許の基準として、花穂のΔ９THCの定量検査を実施した株のロットに由来する種子であって基準
値（別途定める）を満たしたものを栽培に用いること（案）を加えてはどうか。

• THC定量検査は、登録検査機関となった「都道府県の研究・検査機関、大学・国立研究開発法人の研
究機関等」が実施し、検査証明書を発行してはどうか。

• 登録などの管理された品種の種子を譲受・購入する場合は、管理団体／種苗業者（種子提供者）が原

種増殖する際の花穂・葉のTHC検査証明書のみで栽培者／生産者の採種圃場での花穂・葉のTHC検査は
不要としてよいか。

• 検査のサンプリングやロットの考え方等の方法を整備すべきではないか。基準を満たさない場合は、

栽培免許を取り消す等の対応が必要ではないか。

２．種子の流通について（免許制度の運用改善）

• 発芽可能な種子についても、登録品種などの管理された品種の種子や在来種などは、 THC検査をパス
したロットから採種したものであれば、都道府県間の流通を制限する必要はないのではないか。

• 輸入種子についても、外国で品種登録やTHC検査がされているものであれば、輸入可能としてはどう
か。ただし、国内法上、国内での栽培前のTHC検査は必要。

３．子実（食用）の取り扱い

• 栽培者／生産者の段階で加熱処理した種子は、食用の子実として譲渡・販売してもよいのではないか。



発芽可能な大麻種子の輸入について
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現状規制では発芽可能な種子を海外から輸入し、栽培者／生産者が利用することはできない。

大麻の実（及びけしの実）については、輸入承認を受けるべき貨物として規制されている。
その際、熱処理等によって発芽不能の処理を施したものであることを証する書類（当該陸揚港を管
轄する地方厚生局麻薬取締部、地方厚生支局麻薬取締部又は地方麻薬取締支所が発行したものに限
る。）が必要。

（輸入貿易管理令（昭和24年政令414号）第３条及び４条に基づく告示）

制度改正時に、何らかの方法で輸入規制の見直しを実施してはどうか。

大麻取締法では、種子は規制対象外であり、その所持を直接処罰する規定はないが、違法な栽培に
関連して、栽培予備罪や資金等提供罪等に該当するおそれがある。

さらに

技術的な検討課題： 海外種子について、ロット管理やサンプリングの考え方、サンプリングの

際に開封された種子袋の管理、国内で小分け流通する際の検査証明書の管理など、実施に際して

技術的に検討すべき課題もある。その際に、種子流通に関与する種苗業者の適切性確保も課題

国内で免許（都道府県又は厚労省）が交付された大麻栽培者が、その栽培用途で大麻種子を輸入
する場合は、海外で栽培用に登録されている品種であれば、発芽可能な種子の輸入を認めてもよ
いのではないか。



（参考） 種苗法の品種登録
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種苗法では、新品種保護のための「品種登録制度」と種苗の適正
な流通を確保するための「指定種苗制度」について定め、品種の
育成振興と種苗の流通の適正化を図ることで、農林水産業の発展
に寄与することを目的としている。

種苗法において保護される品種は、新たに開発され、種苗法で登録され
た品種。この登録品種は、育成者権者の許諾を受けて利用することがで
きる。これ以外の一般品種とは、在来種、これまで品種登録されたこと
がない品種、登録期限が切れた品種であり、誰でも自由に利用すること
ができる。

品種登録の要件

農林水産省 パンフレット「品種登録制度と育成験者」から引用



（参考）大麻種子の取締に関係する法律について
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大麻取締法では規制対象外であり、所持を直接

処罰する根拠はないが、違法な栽培に関連して

以下の罰則等が設けられている。

大麻の種子

■大麻栽培予備罪（大麻取締法第24条の４）･･･３年以下の懲役
違法に大麻を栽培するために種子を入手し、器具などをそろえる行

為は違法な大麻栽培の予備罪に該当するおそれがあります。

■資金等提供罪（大麻取締法第24条の６）･･･３年以下の懲役
違法な大麻栽培に使われると知って、そのための設備、機械、器具

又は原材料（大麻草の種子を含む。）を提供することは資金等提供罪

に該当するおそれがあります。

■栽培幇助罪（大麻取締法第24条、刑法第62条）･･３年6月以下の懲役
違法な大麻栽培に使われると知って種子を提供した者は、大麻栽培

罪の幇助罪に該当するおそれがあります。

■あおり、唆し罪（麻薬特例法第９条）･･･３年以下の懲役又は50万円
以下の罰金

大麻種子の販売広告などを通じて、違法な大麻栽培を助長する行為

を行った者はあおり、唆し罪に該当するおそれがあります。

大麻種子の取締に関係する法律



（参考）輸入貿易管理令（昭和2 4年政令4 1 4号）３条及び４条に基づく告示
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輸入割当てを受けるべき貨物の品目、輸入の承認を受けるべき貨物の原産地又は船積地域その他貨物の
輸入について必要な事項の公表（昭和41年通商産業省告示第170号）
三 その他貨物の輸入に関する事項は、次のとおりとし、令第四条第一項第三号の規定による輸入の承
認を受けるべき場合は、６から８までの貨物を輸入するときとし、同号の規定による輸入の承認を要し
ないものとする同条第二項の規定により行うべき手続は、６の貨物を輸入する場合においての６の(1)か
ら(5)までの区分に応じそれぞれに定める大臣の確認、７の貨物を輸入する場合においての経済産業大臣
の確認又は８の貨物を輸入する場合においての８の(1)から(10)までの区分に応じそれぞれに定める書類
の税関への提出とする。
１～７ （略）
８次の(1)から(10)までの貨物を輸入する場合は、関税法（昭和二十九年法律第六十一号）第六十七条の
許可（輸入の許可前に貨物を引き取ろうとするときは、同法第七十三条第一項の承認、保税蔵置場又は
保税工場に貨物を入れようとするときは、同法第四十三条の三第一項（同法第六十二条において準用す
る場合を含む。）の承認）を受ける前に、それぞれ(1)から(10)までに定める書類を税関に提出しなけれ
ばならない。
(1) けしの実及び大麻の実については、熱処理等によって発芽不能の処理を施したものであることを証
する書類（当該陸揚港を管轄する地方厚生局麻薬取締部、地方厚生支局麻薬取締部又は地方麻薬取締支
所が発行したものに限る。）

（輸入貿易管理令（昭和24年政令414号）第３条及び４条に基づく「輸入割当てを受けるべき貨物の品目、
輸入の承認を受けるべき貨物の原産地又は船積地域その他貨物の輸入について必要な事項の公表」（昭

和41年通商産業省告示第170号）



（参考）現行における大麻種子の輸入の流れについて
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パターン１ 輸出国で発芽不能処理が可能な場合



（参考）現行における大麻種子の輸入の流れについて
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パターン２ 輸出国で発芽不能処理が不可能な場合



（参考）輸入けし、大麻種子の取扱について
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関係通知（昭和40年９月15日 薬発第708号 各地区麻薬取締官事務所長宛 厚労省薬務局長）

けし、大麻の不正栽培防止のため、昭和40年８月16日通商産業省告示第426号もって別添のとおり輸入公表の一部が改正されけし又
は大麻の実（あへん法又は大麻取締法の種子をいう。）について、通関の際発芽不能の処理を施させるととし、地区麻薬取締官事務所

長（分室長）発行の証明書を添付しなければならないこととされたので通知する。よって、証明書の交付との取り扱いについては、当

該輸入港の税関と密接な連絡をとり、左記により処理されたい。

１ 通関前に熱処理又は燻蒸の処理済証明書を交付するもの

（１）通関前に熱処理又は燻蒸ができる場合は、輸入しよう

とする者から証明願（様式１）を提出させ、麻薬取締官立会の

うえ熱処理又は燻蒸を行わせ、証明書（様式２）を交付するこ

と。

（２）輸出国にて熱処理又は燻蒸の処理済の証明書がある場合

は、輸入しようとする者から証明願（様式１ｰ２）及び同証明

書を提出させ、証明書（様式２）を交付すること。

２ 条件付で通関させ、通関後処理させるもの

通関前に熱処理又は燻蒸ができないことについて止むを得な

い事情がある場合は、輸入しようとする者から証明願（様式

３）及び誓約書を提出させ、証明書（様式４）を交付し、通関

後麻薬取締官立会のうえその処理を行わせること。

３ 第2項により証明書を交付したときは、その写を1部麻薬第
１課へ送付すること。

証 明 書

輸入者 住所

氏名

下記により輸入する（大麻・けし）の実については、
（熱処理・燻蒸）を施したことを証明する。

年 月 日

麻薬取締官事務所長

記

１ 品名

２ 数量

３ 本船名

４ 陸揚港名

５ 入港年月日

６ 原産地

７ 荷主住所、氏名

８ 取扱業者住所、氏名

９ 処理場名、所在地

10 処理の方法

11 処理年月日

12 納入先

13 使用目的

様式２

※ 平成13年の中央省庁再編により、地区麻薬取締官事務所は現在の地方厚生（支）局麻薬取締部となった。



（参考）O E C D品種証明制度について

11
https://www.oecd.org/agriculture/seeds/varieties/

OECD品種証明制度は、OECD（経済協力開発機構）が国際的に標準化した相互証認制度で、作物
の種子が国際間で流通する際に、種子が生産された国の指定機関がその種子の品種について真正性を保
証する制度。同制度では、加盟国の少なくとも一カ国で有用性等が認められている品種は証明適格品種と
してOECDが毎年発行する “List of Varieties Eligible for Seed Certification”に掲載されます。

引用先 独立行政法人家畜改良センター茨城牧場長野支場
http://www.nlbc.go.jp/nagano/



（参考）O E C Dリストに登録される大麻品種について
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